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『四街道市自然環境保全地区』の基本的な考え方 

及び『保全地区』の選定について（案） 

 

１．趣旨 

本市の自然環境の大部分を占める谷津田と一体となった樹林地や屋敷林、水路等からな

る里山環境は、暮らしに潤いを与えるだけでなく、生きものたちの生息・生育基盤となっ

ている。 

市内には、環境省レッドリストに選定されているサシバ、オオタカ、クサナギオゴケ、

クマガイソウ等の希少な動植物や、ヘイケボタルの生息地が複数あり、里山環境に適した

動植物が数多く生息・生育している。 

上述のとおり、里山を主とした本市の自然環境は、暮らしに潤いを与え、生物多様性の

源となるとともに、気候変動の影響を緩和する等、グリーンインフラとして多様な機能を

有しており、本市の魅力ある資源として、将来にわたって保全していくことが必要である。 

しかし、近年は、農業従事者の高齢化等に伴い、農家数・農地面積が減少し続けている

ほか、耕作放棄地や手入れの行き届かない樹林が増えている等、本市の里山環境の質の低

下がみられる。 

 このような背景を踏まえ、「第３次四街道市環境基本計画」では、その「重点取組み」と

して、「自然環境保全地区」を選定することとしているが、その前提として自然環境の保全

に係る基本方針を以下のとおり定め、候補地から保全地区を選定するものである。 

 

２．保全の基本方針 

（１）里山景観の保全 

 豊かな里山景観を維持・再生するため、谷津田、湧水、斜面林等の多様な環境要素を一

体として保全する。 

 

（２）生物多様性の保全・回復 

 里山で生息・生育している多様な生きものとその生態系を保全・回復する。 

 

（３）水源の保全 

 台地の地下水涵養能力を保全するとともに、廃棄物の不法投棄を里山の活用により防止

し、水源地としての機能を保つ。 

 

（４）環境学習の場としての活用 

 豊かな里山の自然環境を保全し、市民の自然への関心や環境を保全する気持ちを育てる

環境学習の場として活用する。 

 

（５）三者協働による取組みの推進 

 保全地区においては、土地所有者の協力のもと、土地所有者、環境保全活動団体等、市

の三者による連携・協働で保全や活用に取り組む。 

 



３．「自然環境保全地区」候補地 

 上記「２．保全の基本方針」を踏まえ、市内に現存する里山の中から、景観、生きもの

の生息・生育環境、保全や活用の状況等を勘案して、以下の３箇所を候補地とした。 

 

（１） 山梨地先（山梨小学校下ホタル自生地） 

約２，０５０㎡の土地を市が借り上げ、四街道自然同好会を中心に、ホタル自生地の清

掃活動やホタル観察会等を実施している。 

 

（２） たろやまの郷 

約５８，０００㎡の土地の一部を市が借り上げ、たろやま会を中心に、里山の保全活動

や稲作体験、ホタル観察会等を実施している。 

 

（３） 南波佐間地先（旭中学校下ホタル自生地） 

旭中学校下にある休耕田において、みそらホタルの会を中心に、ホタル自生地の清掃活

動やホタル観察会等を実施している。 

 

⇒ 上記候補地のうち、既に市で土地を借り上げ、市と環境保全活動団体が協働で保全活

動に取り組んでいる「（１）山梨地先（山梨小学校下ホタル自生地）」を令和７年度に「自

然環境保全地区」として選定する。 

   

 

４．自然環境保全地区選定の今後のスケジュール  

時 期 内 容 

令和６年１１月 四街道市環境審議会への報告 

令和７年 ４月～ 自然環境保全地区の選定（山梨地先） 

土地所有者・環境保全活動団体・市の三者による協定締結 

環境保全活動の実施 

環境学習の場として活用 

 

※「第３次四街道市環境基本計画」において、令和１５年度までに３箇所以上選定する

ことを目標としていることから、令和８年度以降も、順次、上記候補地を中心に選定

準備を進めていく。 
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